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画期的医薬品等の創出をめざす
脂質の生理活性と機能の解明
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画期的医薬品等の創出をもたらす機能性脂質の総合解明

本研究開発目標では、必要な技術開発を行うとともに、機能性
脂質を介した様々な疾患機序を解明することを通じ、最終的に
は、画期的医薬品や診断マーカー等、疾患の克服に資する新
たな実用化シーズを創出することを目的とする。

研究開発目標

達成目標

画期的医薬品等の創出をめざす脂質の生理活性
と機能の解明
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(1) 超高感度・高精度な次世代脂質解析に資する革新的技術
の開発

(2) 機能性脂質を自在に操作するための制御技術創出

(3) 機能性脂質に着目した様々な疾患の機序解明
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公募概要(1)
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• 脂質は生体膜の構築とエネルギー貯蔵という生命の基本的機

能を担うとともに、そこから派生した様々な生体物質が代謝、

免疫・炎症、生殖、循環器系、神経系などの制御に係る特異

的機能を担い、これらの生体機能に関連した様々な疾患の機

序に関与しています。本研究開発領域は、脂質の新規の生理

活性機能解析とそれに資する新たな技術開発を行い、脂質の

生理機能が関与する様々な病態の機序を解明し、最終的には

疾患の克服に資する新たな実用化シーズ、すなわち前臨床段

階の化合物や、近い将来医薬品応用が期待される標的物質

や反応、新たな医療価値を有する診断法などの創出を目指し

ます。
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公募概要(2)
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• 脂質研究は、新しい生理活性や機能の発見、新規の解析技術

の開発などとともに進歩してきました。本領域においても、研究

開発目標を達成し、世界に先駆けて成果を発信していくために

は、さらに革新的な研究開発が望まれます。そのためには、こ

れまでの脂質研究の中心を担ってきた脂質生物学・生化学研

究者をはじめ、臨床医学、薬学、合成化学、生物物理学、生体

工学、情報工学等の様々な分野の研究者がアイデアを結集し

て研究開発に取り組むことが重要です。伝統的な研究分野の

枠組みを超えた研究体制によって広い視野で研究することは脂

質領域の研究の発展と国際的な競争力の強化の上で重要であ

ると考えます。
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本領域のミッション
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• 脂質分子が有する生理活性の疾患発症に対する

分子機構を明らかにし、確固たる分子基盤に基づ

いた医療分野での実用化シーズを創出する。

• 近い将来、脂質領域の核となるような萌芽的研究

を支援し、世界レベルの医療研究者を育て、脂質

研究の裾野を広げる。



Copyright 2017 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved.

採択方針
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• 生理活性脂質、機能性脂質に関する独創的な研究。

• 新たな発想と切り口による、脂質の機能解析・応用に

資する技術開発。

• 脂質分野以外の方：脂質研究への適用が合理的に期

待され、革新的な結果が得られる可能性が高い研究。

海外の有力な研究グループと互角に競争でき、知的財産を確保
できるような強力な研究開発提案、研究開発体制を歓迎します。
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研究開発提案例(1)
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• 特異的脂質メディエーターや受容体、あるいは脂質の代謝や動

態に関わる生体分子の生理機能発現機構の解明と創薬への応

用

• 生理活性を持つ脂質アナログの合成および創薬への応用開発

• 脂質/タンパク質または脂質/脂質の相互作用や生理機能、そ

れらを解析する新たな生物物理学的手法の創出
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研究開発提案例(2)
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• 細胞や個体における機能性脂質の動態を可視化、定量化す

る技術、又は量的制御を可能にする技術

• 脂質の物性や界面化学に関する基盤研究

• バイオインフォマティクス技術による脂質解析

• 合成脂質プローブによる非侵襲イメージング技術

• 細胞膜の動態を解析する新たな手法またはシミュレーション

技術
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提案書に書いて欲しいこと
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• 年度毎の達成目標を明確に示し、最終的に何をどこ

まで出来るようにするか、または近い将来どのような

実用化が可能になるか。

• 期間内もしくは近い将来における目標（医療シーズ）を

達成するための、科学的合理性を持ったプロセス。

• 研究開発構想の feasibilityを説得し得る予備的知見
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本研究開発領域の研究費・研究期間
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研究開発費 研究期間 課題数

AMED-CREST
総額３．９億円以下
（間接経費を含む）

５年半以内 ２～４件程度

PRIME
総額５，２００万円以下
（間接経費を含む）

３年半以内 ８～１０件程度

• 本領域では、脂質に関わる多種多様な研究課題を採択する

ため、以下の条件で研究提案を募集します。

脂質研究の発展に資する、幅広い分野の方々の
斬新なアイデアを歓迎します！
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総括からの個人的メッセージ
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PRIME
独立、他流試合のチャンス、「劣性遺伝」に陥るな！
「科学者」として「研究の産業化」とたたかえ！
しかし研究はプロジェクトであることを学べ！

AMED-CREST
生命における「脂質」の本質に立脚し、科学性を忘れない！
「出口」を見据えた計画性・責任性のある研究計画を！
独創性、将来性と国際競争力を備えた大きなスケールで！

Breakthrough - Paradigm Shift 
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副総括からの個人的メッセージ

AMED-CREST/PRIME

・ 質の高いサイエンスのみが有効な応用開発を生む！
・ 健康、疾患を意識した脂質研究を！
・ 脂質研究をステージアップできる斬新な方法、技術開発への
大胆な挑戦！

・ 他分野への食い込み、つながりを重視せよ！
・ たえず世界に目を向け、国際的や視野、競争意識を失うな！
・ 大きな研究も独創性をもつ小さな一歩から（山中教授に学べ）！

出口戦略を明確に脂質研究の新世紀を自らの手で開け！



Short Communications
The Structure of Prostaglandin E, F1 and F2

Bergstrӧm, S., Ryhage, R., 
Samuelsson, B., and Sjӧvall, J. 
Acta Chem. Scand. 16 (1962) 501.
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出口を見据えた計画性とは？

Breakthrough を目指し、
Paradigm Shift へ
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問い合わせ先

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構

基盤研究事業部 研究企画課

TEL: 03-6870-2224

E-mail: kenkyuk-kobo@amed.go.jp

公募ウェブサイト: 
http://www.amed.go.jp/koubo/010720170310-01.html

お問い合わせはなるべく電子メールでお願いします。
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